
 

事業年度
1株当たり
配当金

2025年度 60円/株

2024年度 43円/株

2023年度 36円/株

2022年度 29円/株

2021年度 25円/株

2020年度 21円/株

2019年度 19円/株

2018年度 17円/株

2017年度 15円/株

2016年度 13円/株

2015年度 12円/株

2014年度 12円/株

「1株あたり配当金」

日
立
製
作
所
の
２
０
２
６
年
（
２
０
２
５
年
度
）
の

３
月
期
連
結
決
算
は
、
営
業
利
益
１
兆
１
９
９
２
億
円
、

純
利
益
は
８
０
２
３
億
円
の
増
益
と
な
り
ま
し
た
。

エ
ナ
ジ
ー
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
事
業
、
Ｄ
Ｓ
Ｓ
国
内
事
業
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
鉄
道
信
号
、
制
御
事
業
、
こ
の
３
事
業

が
増
益
を
け
ん
引
し
て
お
り
、
中
期
経
営
計
画
「
Ｉ
ｎ

ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ｅ

２
０
２
７
」

で
掲
げ
て
い

る
目
標
に
向

け
さ
ら
に
売

上
、
収
益
の

向
上
を
め
ざ

し
て
い
く
見

込
み
で
す
。

日
立
製
作
所
の
、
２
０
２
５
年
度
の
日
本
国
内
の
売

上
収
益
は
、
連
結
合
計
で
、
３
９
、
１
２
８
億
円
、
海

外
で
の
連
結
合
計
は
６
６
、
７
３
９
億
円
と
な
り
ま
し

た
。２

０
１
６
年
か
ら
２
０
２
５
年
の
１
０
年
間
だ
け
で

も
、
関
連
子
会
社
数
は
、
国
内
は
２
６
２
社
か
ら
９
３

社
へ
、
海
外
は
７
９
４
社
か
ら
５
１
３
社
へ
。
従
業
員

数
は
、
国
内
は
１
８
万
７
９
３
６
人
か
ら
１
１
万
５
５

４
４
人
へ
、
海
外
は
１
４
万
７
３
０
８
人
か
ら
１
７
万

２
３
５
７
人
で
、
国
内
の
子
会
社
数
・
従
業
員
数
は
激

減
し
て
い
ま
す
。
売
上
収
益
の
構
成
比
の
割
合
で
言
う

と
、
国
内
は
37
％
に
と
ど
ま
り
、
海
外
は
63
％
に
達
し

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
、
欧
州
、
北
米
を
中
心
と
し
て
、

エ
ナ
ジ
ー
や
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
が
収
益

を
押
し
上
げ
て
い
ま
す
。

今
後
も
そ
れ
ら
の
海
外
地
域
を
主
軸
と
し
た
、
売
上

収
益
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

２
０
２
５
年
３
月
期
に
開
示
さ
れ
た
、
日
立
製
作
所

の
有
価
証
券
報
告
内
の
日
立
本
体
と
連
結
子
会
社
の
、

男
女
の
賃
金
の
差
異
（
男
性
の
賃
金
に
対
す
る
女
性
の

賃
金
の
割
合
％
）
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
全
体
で

82
・
６
％
、
日
本
国

内
で
は
71
・
１
％
、

そ
の
ほ
か
の
海
外
の

地
域
で
は
92
・
３
％

と
な
っ
て
お
り
、
男

女
間
の
賃
金
に
大
き

な
格
差
が
生
じ
て
い

ま
す
。

女
性
の
賃
金
、
処
遇
の
向
上
は
、
日
立
の
掲
げ
る

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
実
態
は

現
状
、
か
け
離
れ
て
お
り
、
早
期
の
格
差
の
是
正
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
６
年
４
月
、
日
立
製
作
所
の
持
株
会
社
で
あ

る
日
立
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
家

電
事
業
を
約
１
１
０
０
億
円
で
ノ
ジ
マ
に
売
却
す
る
と

い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
日
立
ブ
ラ
ン
ド

の
海
外
家
電
事
業
も
ノ
ジ
マ
に
売
却
し
ま
す
。
売
却
に

よ
り
設
立
す
る
新
会
社
は
ノ
ジ
マ
の
連
結
対
象
会
社
と

な
り
ま
す
。
す
で
に
、
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
の
開
発
・
製

造
事
業
は
ド
イ
ツ
の
ボ
ッ
シ
ュ
に
売
却
さ
れ
て
い
ま
す
。

売
却
の
決
定
に
職
場
と
地
域
に
不
安
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
日
立
Ｇ
Ｌ
Ｓ
多
賀
事
業
所
に
は
派
遣
社
員
を
含

め
て
、
約
３
０
０
０
人
が
勤
務
し
て
お
り
、
日
立
が
中

核
と
す
る
経
営
計
画
「
Ｌ
ｕ
ｍ
ａ
ｄ
ａ
（
ル
マ
ー
ダ
）
」

の
推
進
、
か
ね
て
か
ら
掲
げ
て
い
る
経
営
方
針
「
選
択

と
集
中
」
に
よ
っ
て
、
成
長
性
や
収
益
的
向
上
が
見
込

め
な
い
事
業
は
縮
小
も
し
く
は
売
却
さ
れ
、
日
立
グ
ル
ー

プ
か
ら
離
脱
し
て
い
る
の
で
す
。

株
主
還
元
は
０
・
６
兆
円
還
元
と
な
り
、
過
去
最
大

の
配
当
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
増
益
を
挙
げ
ら
れ

た
の
は
、
ひ
と
え
に
日
立
製
作
所
を

支
え
て
き
た
労
働
者
た
ち
で
す
。
物

価
の
高
騰
に
対
し
て
賃
金
の
上
昇
が

置
い
つ
い
て
い
な
い
現
状
、
株
主
だ

け
を
優
先
す
る
経
営
で
は
な
く
、
日

立
製
作
所
の
発
展
を
支
え
て
き
た
労

働
者
た
ち
の
健
康
、
生
活
、
賃
金
の

上
昇
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整

備
、
改
善
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

利
益
を
も
っ
ぱ
ら
大
株
主
に
ま
わ

し
て
し
ま
う
経
済
で
は
、
賃
上
げ
も
、

設
備
投
資
も
低
迷
し
、
企
業
や
産
業

の
ま
と
も
な
発
展
も
あ
り
ま
せ
ん
。

大
企
業
の
膨
れ
上
が
っ
た
内
部
留
保

を
、
利
益
を
生
み
出
し
た
労
働
者
の

賃
上
げ
、
雇
用
拡
大
な
ど
に
も
っ
と

配
分
す
べ
き
で
す
。
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２
０
２
６
年
決
算

純
利
益
８
０
２
３
億
円

選
択
と
集
中

地
域
経
済
に
も
大
き
な
影
響

株
主
還
元
優
先
の
経
営

労
働
者
の
待
遇
・
環
境
改
善
も
必
要

海
外
比
率
６
割
以
上

高
ま
る
海
外
依
存

埋
ま
ら
な
い
男
女
の
賃
金
格
差

国
内
女
性
賃
金
は
男
性
の
７
割



１
．
株
主
総
会
運
営
に
関
し
て

１
５
３
期
の
株
主
総
会
か
ら
、
株
主
か
ら
届
い
て
い
る
事
前
質
問
に
答

え
て
頂
き
、
改
善
を
実
感
し
ま
し
た
。
た
だ
、
ご
く
一
部
の
回
答
に
留
ま

り
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、

事
前
質
問
の
掲
載
な
ど
の
改
善
を
求
め
ま
す
。
経
営
施
策
や
職
場
内
外
の

人
権
問
題
な
ど
、
日
立
の
経
営
リ
ス
ク
と
な
る
重
要
な
質
問
に
つ
い
て
優

先
し
て
当
日
の
回
答
に
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
人
権
問
題
に
つ
い
て

（
１
）
一
般
社
団
法
人
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
対
話
救
済
機
構
（
Ｊ
ａ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
）

は
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
会
員
企
業
の
苦
情
処
理
の
支
援
・
推
進
を
目
指

す
組
織
で
す
。
東
芝
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
三
菱
電
機
、
富
士
通
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ

な
ど
主
要
電
機
各
社
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
日
立
は
、
な
ぜ
加
盟
し
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

（
２
）
日
立
の
元
従
業
員
の
村
田
光
裕
さ
ん
は
、
65
歳
以
降
の
再
雇
用
を

求
め
て
２
０
２
２
年
か
ら
団
体
交
渉
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
貴

社
は
一
方
的
に
団
体
交
渉
を
拒
否
し
、
そ
れ
以
降
の
団
体
交
渉
に
は
応
じ

て
い
ま
せ
ん
。
村
田
さ
ん
は
、
解
決
の
た
め
の
連
絡
窓
口
、
日
本
Ｎ
Ｃ
Ｐ

に
問
題
提
起
し
ま
し
た
。
日
本
Ｎ
Ｃ
Ｐ
は
「
更
な
る
検
討
に
値
す
る
」
と

判
断
し
、
「
被
提
起
企
業
（
日
立
）
に
対
し
、
雇
用
・
労
働
者
の
生
活
に

及
ぼ
し
得
る
影
響
を
考
慮
し
、
行
動
指
針
の
遵
守
、
デ
ュ
ー
・
デ
ィ
リ
ジ
ェ

ン
ス
の
実
施
を
引
き
続
き
確
保
す
る
よ
う
」
勧
告
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
関
係
当
事
者
が
建
設
的
な
対
話
に
努
め
る
よ
う
勧
め

ま
し
た
。
日
立
は
こ
の
勧
告
に
応
じ
ま
す
か
？

（
３
）
本
年
５
月
27
日
に
労
働
組
合
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
全

労
連
、
東
京
地
評
、
株
主
、
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
の
役
員
が
日
立
本
社

に
徳
永
俊
昭
社
長
宛
に
要
請
に
伺
う
と
、
事
前
に
ア
ポ
を
取
っ
て
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
本
社
の
総
務
や
人
事
の
関
係
者
は
対
応
せ
ず
、
子
会
社
の

担
当
者
が
「
要
請
書
を
受
け
取
る
た
め
だ
け
に
来
ま
し
た
」
と
い
う
対
応

で
し
た
。
「
日
立
グ
ル
ー
プ
人
権
方
針
」
で
は
「
日
立
グ
ル
ー
プ
は
、
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
継
続
的
な
対
話
と
協
議
を
行
う
」
と
し
て
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
対
応
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
反
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
対
応
は
徳
永
俊
昭
社
長
の
指
示
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

（
４
）
日
立
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
、
日
立
ヴ
ァ
ン
タ
ラ
な
ど
グ
ル
ー

プ
会
社
で
は
、
60
才
以
降
の
再
雇
用
者
に
対
し
、
産
業
別
最
賃
と
し
て
労

使
で
協
定
し
て
い
る
高
卒
初
任
給
２
２
３
０
０
０
円
、
40
歳
以
上
の
最
低

賃
金
２
６
７
０
０
０
円
よ
り
は
る
か
に
低
い
１
９
１
０
０
０
～
２
０
４
０

０
０
円
程
度
で
働
か
せ
て
い
ま
す
。
労
使
協
定
で
決
め
ら
れ
た
最
低
賃
金

よ
り
低
い
賃
金
で
働
か
せ
る
こ
と
は
人
権
侵
害
で
あ
り
即
刻
改
善
す
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
。

（
５
）
日
立
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
日
立
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

29
年
間
成
果
に
見
合
う
賃
上
げ
が
全
く
行
わ
れ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
社

員
を
陥
れ
る
為
に
飲
酒
運
転
を
し
た
と
デ
マ
を
な
が
さ
れ
、
成
果
を
他
人

に
付
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
異
常
な
労
務
管
理
を
お
こ
な
っ
て

エ
ン
ケ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
は
図
れ
ま
す
か
？
是
正
を
含
め
た
対
応
を
す

べ
き
で
す
。

（
６
）
日
立
製
作
所
で
は
、
２
０
２
１
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
改
正
高

齢
者
雇
用
安
定
法
」
に
よ
り
、
65
歳
以
降
の
再
雇
用
に
関
し
70
歳
ま
で
の

雇
用
期
間
を
延
長
す
る
協
定
を
労
使
で
結
び
、
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
運

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
立
グ
ル
ー
プ
会
社
の
日
立
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
自
社
で
協
定
を
締
結
し
て
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
65
歳
以

降
の
再
雇
用
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。
65
歳
以
降
の
再
雇
用
の
協
定
を
日
立

グ
ル
ー
プ
会
社
へ
の
運
用
を
指
導
強
化
し
て
下
さ
い
。

（
７
）
日
立
社
会
情
報
サ
ー
ビ
ス
は
２
０
１
８
年
４
月
に
発
足
し
ま
し
た

が
、
日
立
製
作
所
に
準
拠
し
た
処
遇
・
労
働
条
件
に
は
お
よ
そ
及
ば
な
い

低
賃
金
（
賃
金
３
割
減
）
、
裁
量
労
働
手
当
制
度
が
な
い
な
ど
の
酷
い
処

遇
に
措
か
れ
て
い
ま
す
。
日
立
の
経
営
を
支
え
て
い
る
日
立
グ
ル
ー
プ
会

社
の
従
業
員
の
労
働
条
件
を
引
上
げ
、
処
遇
の
改
善
に
取
り
組
み
、
日
立

グ
ル
ー
プ
会
社
従
業
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
引
き
上
げ
る
経
営
策
に

転
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

３
．
日
立
グ
ル
ー
プ
経
営
計
画
「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ｅ
２
０
２
７
」
、
事

業
報
告
な
ど
に
つ
い
て

（
１
）
貴
社
は
、
経
営
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
構
造
改
革
で
の
「
事
業
の
選

択
と
集
中
」
で
、
国
内
事
業
の
縮
小
・
売
却
と
、
海
外
企
業
の
買
収
を
強

行
し
て
き
ま
し
た
。
国
内
の
子
会
社
数
・
従
業
員
数
は
激
減
し
て
い
ま
す
。

売
上
高
で
は
、
国
内
37
％
、
海
外
63
％
と
海
外
で
モ
ノ
を
作
り
、
商
売
を

す
る
企
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
日
立
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
レ
ポ
ー
ト
２

０
２
５
」
で
徳
永
社
長
は
「
日
立
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
の
存
在
意
義
は
、

創
業
者
・
小
平
浪
平
が
掲
げ
た
『
優
れ
た
自
主
技
術
・
製
品
の
開
発
を
通

じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
』
と
い
う
企
業
理
念
で
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、

国
内
事
業
を
縮
小
し
、
海
外
で
商
売
す
る
企
業
で
は
、
「
社
会
に
貢
献
す

る
」
と
い
う
企
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
か
。

（
２
）
２
０
２
６
年
11
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
ダ
ボ
ス
会
議
で
、
小
泉
防

衛
大
臣
は
、
日
本
の
防
衛
大
臣
と
し
初
め
て
参
加
し
、
日
本
の
安
全
保
障
・

防
衛
政
策
を
説
明
し
ま
し
た
。
小
泉
氏
の
Ｘ
に
は
「
日
立
の
東
原
会
長
、

徳
永
社
長
が
私
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
聴
き
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
日
立
か
ら

は
『
防
衛
産
業
頑
張
り
ま
す
！
』
と
力
強
い
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
先
の
戦
争
で
、
軍
需
工
場
で
あ
っ
た
日
立
工
場
は
ア
メ

リ
カ
軍
の
爆
撃
に
よ
り
死
者
が
６
３
４
人
に
の
ぼ
り
、
毎
年
日
立
製
作
所

で
亡
く
な
っ
た
従
業
員
を
弔
う
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
昨
年
は
徳
永
俊

昭
社
長
が
出
席
し
て
「
悲
惨
な
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
は
忘
れ
ら
れ
ず
、
痛
恨

の
極
み
。
今
日
の
発
展
は
尊
い
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
た
こ
と
に
思
い
を
は

せ
、
後
世
に
確
実
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
高
市
首
相
に

よ
る
「
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
」
の
名
で
「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
の
危
険

が
す
す
む
状
況
で
、
『
防
衛
産
業
頑
張
り
ま
す
！
』
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
と
し
て
社
会
的
責
任
を
は
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

（
３
）
日
立
製
作
所
お
よ
び
（
日
立
Ｇ
Ｌ
Ｓ
）
が
家
電
事
業
を
ノ
ジ
マ
に

売
却
す
る
と
の
決
定
に
、
地
域
と
（
日
立
Ｇ
Ｌ
Ｓ
）
多
賀
事
業
所
の
職
場

で
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
雇
用
悪
化
、
地
域
産

業
と
地
域
経
済
の
衰
退
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
で
す
。
（
日
立
Ｇ
Ｌ
Ｓ
）

多
賀
事
業
所
で
働
く
１
５
０
０
人
を
超
え
る
派
遣
社
員
は
、
契
約
期
間
を

理
由
に
雇
止
め
さ
れ
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
「
製
造
業
か
ら
Ｉ
Ｔ
企
業
」

へ
の
経
営
方
針
の
下
、
日
立
の
業
績
は
向
上
し
ま
し
た
が
日
立
市
の
産
業

構
造
は
瓦
解
し
て
い
ま
す
。
日
立
と
新
会
社
は
、
大
企
業
に
ふ
さ
わ
し
く
、

雇
用
と
地
域
経
済
基
盤
の
安
定
を
図
る
役
割
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
４
）
２
０
１
１
年
３
月
に
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
て
か
ら
15
年
。
１

〜
３
号
機
に
お
よ
そ
８
８
０
ト
ン
が
残
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
溶
融
燃
料

（
デ
ブ
リ
）
の
取
り
出
し
は
、
30
年
台
後
半
以
降
に
ず
れ
込
み
、
成
功
の

見
込
み
も
最
終
処
分
も
い
ま
だ
に
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
立

は
、
「
沸
騰
水
軽
水
炉
」
の
国
内
再
稼
働
を
狙
い
、
Ｆ
Ｙ
２
０
２
６
の
売

上
収
益
２
３
０
０
億
円
を
予
測
し
て
い
ま
す
。
国
内
の
原
発
再
稼
働
や
新

た
な
原
発
建
設
を
進
め
る
道
か
ら
撤
退
し
、
廃
炉
技
術
の
開
発
や
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
で
社
会
に
貢
献
す
る
企
業
を
め
ざ
し
て
下
さ
い
。

４
．
人
財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
の
働
き
方
に
つ
い
て

（
１
）
日
立
が
進
め
る
「
ジ
ョ
ブ
型
人
財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
「
職
務

を
明
確
化
・
限
定
化
し
、
そ
の
仕
事
に
ア
サ
イ
ン
し
、
そ
の
仕
事
の
内
容

や
遂
行
状
況
に
応
じ
て
待
遇
な
ど
を
決
定
す
る
し
く
み
」
と
し
、
「
自
分

の
キ
ャ
リ
ア
は
自
分
で
作
る
」｢

ジ
ョ
ブ
に
リ
ン
ク
し
た
処
遇
」
と
自
己
責

任
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
恣
意
的
に
降
格
さ
せ
た
り
、
「
変
化
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
社
内
外
で
の
活
躍
が
重
要
」
と
個
人
の
自
由
な
時
間
に
も

仕
事
を
持
ち
込
む
こ
と
を
強
要
、
担
当
し
て
い
る
仕
事
（
ジ
ョ
ブ
）
が
な

く
な
れ
ば
リ
ス
ト
ラ
の
対
象
と
な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
「
ジ
ョ
ブ
型
で

も
従
業
員
の
雇
用
は
守
る
」
と
明
言
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
リ
ス
キ
リ
ン

グ
を
行
う
際
の
充
分
な
人
的
資
源
価
値
へ
の
投
資
を
行
い
、
賃
金
、
地
位

の
保
障
、
時
間
の
保
証
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
２
）
女
性
の
賃
金
・
処
遇
の
向
上
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
の
必
要
条

件
で
す
。
日
立
製
作
所
の
有
価
証
券
報
告
書
（
２
０
２
５
年
３
月
期
）
で

開
示
さ
れ
て
い
る
、
日
立
本
体
と
連
結
子
会
社
の
「
男
女
の
賃
金
の
差
異
」

は
、
毎
年
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
全
体
（
当
社
お
よ
び
全

グ
ル
ー
プ
）
で
82
・
６
％
、
日
本
国
内
で
は
71
・
１
％
、
そ
の
他
の
地
域

（
海
外
）
で
92
・
２
％
で
す
。
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
雇
用
見
通
し
２
０
２
５
」
に

よ
る
と
、
日
本
の
男
女
間
賃
金
格
差
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
加
盟
す
る
36
ヶ
国
中

35
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
、
国
内
外
す
べ
て
の

グ
ル
ー
プ
会
社
で
の
賃
金
の
差
異
の
解
消
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
回

答
し
て
く
だ
さ
い
。

（
３
）
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
、
労
働
契
約
法
、
労
働
者
派
遣
法
が
改
正

さ
れ
、
正
社
員
と
非
正
規
社
員
の
間
で
、
基
本
給
や
賞
与
な
ど
あ
ら
ゆ
る

待
遇
に
つ
い
て
不
合
理
な
待
遇
差
を
設
け
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
立
で
は
、
社
員
、
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
、
シ
ニ
ア
社
員
な
ど
が
存
在
し
ま

す
。
日
立
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
均
等
待
遇
へ
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
回
答

し
て
く
だ
さ
い
。

日立製作所株主有志による

６
月
24
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
る
、
日
立
製
作
所

第
１

５
７
回

定
時
株
主
総
会
に
、
株
主
有
志
が
事
前
に
提
出
し

た
質
問
状
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
立
の
職
場
で
起
き
て
い
る
、
経
営
リ
ス
ク
に
か
か
わ
る

問
題
に
つ
い
て
、
会
社
の
見
解
を
求
め
る
内
容
で
す
。


